
今後 組む技術 環境 究課今後取り組む技術と環境の研究課題について

平成２２年１２月



１ 取組方針

○ 行政との連携を強化しつつ、農林水産分野に限らない産業界・大学・都
道府県の試験場等の幅広い者の参画を得て、今後中長期的に取り組む。

○ 今後ますます深刻化すると考えられる地球温暖化、エネルギー需給や資
源供給のひっ迫といった地球規模の課題に対応するため、できるだけ環境
の負荷の少ない技術を選択するよう常に配慮する

主要な研究課題

への負荷の少ない技術を選択するよう常に配慮する。

１． 省力化、高品質化、安全性向上のための情報技術（ＩＴ）、ロボット技術（ＲＴ）の活用

（水田農業/園芸/畜産）

２． 健康長寿を実現するための医食連携

３ 米を多面的に利用するための機能性解明３． 米を多面的に利用するための機能性解明

４． 資源（肥料・飼料）需給のひっ迫に対応するための有効活用

５． 農山漁村におけるエネルギーの地産地消を推進するためのバイオマス活用
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２ 主要な研究課題の内容

１．省力化、高品質化、安全性向上のための情報技術（ＩＴ）・ロボット技術（ＲＴ）の活用

<水田農業>
○ センサー・衛星画像等によるほ場や作物の生育状態の把握、農作業ロボットの導入、
機械・装置の遠隔操作化等による適時適切な農作業を省力的に行う。

<園芸>
○ 果樹について 農作業ロボットや高齢者等であっても労働負荷の大きい作業ができる○ 果樹について、農作業ロボットや高齢者等であっても労働負荷の大きい作業ができる
ようになるアシストスーツを、仕立て方の改良とともに導入・利用することにより、農作業
を省力化・軽労化する。

○ 施設園芸について 農作業の実施方法の習得や実施時期の判断を支援するＡＩシステ○ 施設園芸について、農作業の実施方法の習得や実施時期の判断を支援するＡＩシステ
ムと収穫時期を予測するシステムを構築・統合するとともに、施設内の環境や病害虫の
発生を制御することにより、適時適切な農作業を省力的に行う。

○ 品質劣化の早い野菜や果実について 低コストで長期にわたって鮮度を保持する○ 品質劣化の早い野菜や果実について、低コストで長期にわたって鮮度を保持する。
<畜産>
○ 中山間の土地を有効利用した放牧について、センサー等を活用し、草地および家畜の
管理を省力的に行う。

○ センサー画像の解析により家畜の健康状態を常時把握し、これに基づき畜舎での飼養
管理を効果的に行う。

○ これらにより、農作業の省力化、農地の有効利用、食料自給率の向上、高品質な果物・
野菜の安定供給、安全でおいしい畜産物の安定供給に貢献する。
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２．健康長寿を実現するための医食連携

○ 健康保持機能を有する機能性成分の含有量を高めた、付加価値の高い農林水産物を生産
し、機能性成分を活かした食品を供給する。

○ 上記の農林水産物・食品を活用し、個人の健康状態に応じて食事を摂取する「テーラーメード
食生活」を普及する。

○ これらにより、「健康長寿」社会の実現に貢献し、医療費も節減する。

を多 す 機能性解３．米を多面的に利用するための機能性解明

○ 米の特性・機能性を活かして、米油、化粧品、米粉、米でん粉、飼料等の主食用以外での○ 米の特性 機能性を活かして、米油、化粧品、米粉、米でん粉、飼料等の主食用以外での
多面的な利用を進め、米の需要を拡大する。

○ これらにより、耕作放棄地等を有効活用して水稲を作付けし、輸入穀物等の一部を置き換え、
食料自給率を向上させる。食料自給率を向 さ る。
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４．資源（肥料・飼料）需給の逼迫に対応するための有効活用

○ 耕畜連携、食品リサイクル（エコフィード）により、作物残さ、食品残さ等の有機性資源を飼料
やたい肥として有効活用するとともに、下水汚泥や家畜排せつ物から回収した肥料成分を用
いて再生肥料として利用するいて再生肥料として利用する。

○ 作物の肥料成分の吸収効率を高め、肥料の施用量を低減する。

○ これらにより、資源（肥料・飼料）を有効に活用する農業を確立し、将来の資源（肥料・飼料）
需給のひっ迫に対応する。

５．農山漁村におけるエネルギーの地産地消を推進するためのバイオマス活用

○ バイオマスを始めとする多様な地域資源を活用してエネルギー（電力・熱・燃料）を生産○ バイオマスを始めとする多様な地域資源を活用してエネルギ （電力・熱・燃料）を生産
するとともに、農林水産業の省エネ化・電動化等を進め、地域内で生産されたエネルギーで
地域内のエネルギー需要の大部分を賄う。また、電力やバイオ燃料を都市部へ供給する。

○ これらにより 燃油価格に左右されない農林漁業経営の確立 エネルギー等の生産に○ これらにより、燃油価格に左右されない農林漁業経営の確立、エネルギ 等の生産に
係る産業の創出等を通じ、農山漁村の活性化につなげるとともに、地球温暖化防止に貢献
する。

○ さらに 関係する技術・システムを知的財産権の保護の下で積極的に東アジア等に移転○ さらに、関係する技術 システムを知的財産権の保護の下で積極的に東アジア等に移転
するなど、新たな輸出分野を開拓する。
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１． 省力化、高品質化、安全性向上のための情報技術（ＩＴ）、ロボット技術（ＲＴ）の活用

リモートセンシング
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水
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゛
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゛゛ ゛

゛

゛
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゛

農作業ロボット等の遠隔操作システム

の
有
効
活
用

汎用播種ロボット
（麦 大豆兼用）

゛
゛

麦大豆

冬季にたい肥投入・耕起整地 食
料
自

（麦・大豆兼用）

不耕起

コンバインロボット

麦大豆

今後必要となるブレークスルー
・播種、中間管理、収穫等の作業を安全性を確保しつつ無人で行う汎用農作業ロボットの開発
・衛星画像とフィールドサーバにより把握したほ場や作物の生育情報をデータベース化し、
ほ場ごとに適時適切な栽培管理を行うシ ム 開発

自
給
率
の
向
上連携したい他産業分野

不耕起

ほ場ごとに適時適切な栽培管理を行うシステムの開発
・農作業ロボットや水管理設備等の遠隔操作を行うシステムの開発
・消費者・実需者のニーズに対応した品質を有する品種の育成（パン・中華めん用小麦等）
・作業時期の拡大や防除の省略等によりコスト削減に資する品種や栽培体系の開発
・大豆のリビングマルチ（被覆植物栽培による雑草抑制）に関する技術開発

上

1

連携したい他産業分野
・ロボット
・情報通信 等



ＡＩシステム･収量予測システム
低コスト耐候性ハウス（高軒高）

② 施設園芸

この設定は、高品質追求の“匠タイプ”です。

現在の室内
気温 ＿＿℃ 湿度 ＿＿％
遮光率 ％ 窓開度 ％ 農

低 ト耐候性 ウ （高軒高）

遮光率 ＿＿％ 窓開度 ＿＿％
光強度 ＿＿µmol/m2/s

現在の培地
温度 ＿＿℃ 含水率 ＿＿％
EC ＿＿mS/cm

農
作
業
の
省
力
化

静電場スクリーン・
光等による病害虫防除

“障害果発生の危険性があります”

ただちに □□mL/株 の給液をして下さい。
遮光のためカーテンを閉めて下さい。

化

複合環境制御

生育観察カメラ

来週の予測収量＿ kg

□□％増には 昼温□□℃ 夜温□□℃
をお勧めします！ 高

品
質

養液栽培（循環型）

収穫ロボット

センサー
質
な
野
菜
の
安

多収栽培体系（トマト：50t/10a）

センサ

定
供
給

＜今後必要となるブレークスルー＞

・環境の変動が小さい高軒高の低コスト耐候性ハウスの開発
・植物の生育にとって最適な環境を作り出す複合環境制御技術の開発
・単為結果性品種の育成、無人収穫ロボット等の省力化技術の開発

＜連携したい他産業分野＞

・情報通信
産業 ボ

単為結果性品種の育成、無人収穫 ボット等の省力化技術の開発
・ＡＩシステム・収量予測システム等
上記を組み合わせた高品質・多収栽培体系の確立の開発

・機能性フィルム等を用いた低コスト長期鮮度保持技術の開発

※ＡI（アグリインフォマティクス）システム： 篤農家の暗黙知であるノウハウを農業者等が活用可能な形に置き換える農業技術に係る支援ツール
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・産業ロボット
・プラスチックフィルム 等



常緑果樹（傾斜地）
リモートセンシング

落葉果樹（平地）

③ 果樹

リモ トセンシング

早期成園化でき、管理が容易な仕立て法
（主幹仕立て）

早期成園化でき、管理が容易な仕立て法
（ジョイント仕立て）

農
作
業
の
省

（主幹仕立て）（ジョイント仕立て）

省
力
化

携行型非破壊糖度センサー

フィールドサーバ

マルチング

高
品

管理ロボット
（防除・受粉）

収穫ロボット
・・・・・・
・・・・・ 長期保存技術

品
質
な
果
物
の

作業アシストスーツ

・・・・・
・・・・・・
・・・・・

リモートセンシングを用いた
肥培管理の最適化

フィールドサーバ

長期保存技術

の
安
定
供
給

＜今後必要となるブレークスルー＞

・樹種毎に早期成園化でき、管理が容易な仕立て法の開発

・収穫等を自動で行うロボットやロボットが代替しづらい作業の労働負荷を軽減する
＜連携したい他産業分野＞

・収穫等を自動で行うロボットやロボットが代替しづらい作業の労働負荷を軽減する
作業アシストスーツの開発

・リモートセンシング情報を用いた肥培管理や携行型非破壊糖度センサーによる
高品質果実生産技術の開発
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・情報通信
・医療用器具（介護関係）
・分析機器



中山間地域での放牧 畜舎での飼養管理

飼
養
管
理
等

④畜産

リモートセンシング

センサー
（家畜 畜舎環境）

等
の
省
力
化

小型センサー・発信器 飲水器

（家畜、畜舎環境）

１

土
地
の
有
効小型センサ 発信器

２

１ 効
活
用

４

３給餌ロボット

経口投与が可能な
多価ワクチン

センサー画像の解析による
健康状態 把握

安
全
で
お
い
し

自動草地更新機

受信アンテナ

飼
養
管
理
の
改
善

放牧牛の位置および健康状態

健康状態の把握

【第２ペンの状況】

し
い
畜
産
物
の
安

牧柵の多機能化（関連器具への電力供給、データ中継機能）

２ ４
１ ３

放牧関係疾病の

放牧牛モニタリングシステム

今後必要となるブレ クスル

・放牧牛の位置および健康状態

・牧草生産量（飼養可能頭数）

【第２ペンの状況】

・ ○○kg（＋△kg/week）

・ 発熱個体なし

・ 下痢発症個体あり

安
定
供
給

放牧関係疾病の
省力的予防技術

牧草生産量推定システム

今後必要となるブレークスルー
・リモートセンシング情報を用いた牧草生産量推定システムの開発
・小型センサー・発信器・ＧＰＳを利用した家畜の位置・健康状態をモニタリングする技術の開発
・省力的疾病防除のための経口投与が可能な多価ワクチンや薬剤の開発
・家畜の健康状態の把握のための画像解析モニタリング技術の開発
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連携したい他産業分野
・情報通信
・医薬品



２．健康長寿を実現するための医食連携

機能性成分の含有量を向上・
安定化させる栽培技術

機能性成分の効果を向上 安定化させる

加工 調理

機能性成分の効果を向上・安定化させる
加工技術・調理方法

機能性成分の高含有品種
（みかんの場合： βクリプトキサンチン）

テーラーメード食生活指導
支援システム

健康状態に即した
食事推奨メニュー機能性成分に

関する科学的 支援システム
裏付け（エビデ
ンスの蓄積）

各研究機関の
データベース

リンク

健
康
長
寿

食
生

未病の者
医師

ﾃｰﾗｰﾒｰﾄﾞ
食生活指導

医師との連携

リンク 寿→
 

医
療
費

生
活
の
改
善

栄養士

医師との連携

機能性成分の
分析法

機能性に関する
統一データベース

費
節
減

今後必要となるブレークスルー
・機能性成分を高含有する品種の開発
機能性成分の含有量を向上 安定化させる栽培技術の開発

健康診断、人間ドック
健康データ

連携したい他産業分野
・機能性成分の含有量を向上・安定化させる栽培技術の開発
・機能性成分の効果を向上・安定化させる低コスト加工技術の開発
・機能性成分の効果と調理方法との関係の解明
・機能性成分の含有量測定・効果評価技術の開発とその国際標準化
・機能性成分に関するエビデンス等を蓄積したデータベースを活用し、健康データに応じた食生活指導を支援するシステムの確立
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・医療、介護、福祉、栄養指導
・情報通信 等



３．米を多面的に利用するための機能性解明

米
の

化粧品
米油 の

需
要
拡
大

米ぬか胚芽

耕
作

・機能性の解明

・機能性を活かす加工技術

・機能性の解明

・機能性を活かす加工技術

米粉パン、米粉麺 精米

飼料用米
ＷＣＳ

立毛放牧
輸入小麦から

作
放
棄
地
の
解

機能性を活かす加 技術 機能性を活かす加 技術

飼料米でん粉

輸入小麦から
一部置き換え 輸入トウモロコシ

から一部置き換え

解
消

輸入でん粉から
一部置き換え

食
料
自
給
率

・米粉・米でん粉の特性を活かした用途への利用 ・低コスト栽培技術

今後必要となるブレ クスル

率
の
向
上

・低コストでの米粉・米でん粉の調製技術 ・給与技術の改良

今後必要となるブレークスルー
・用途別品種の育成
・米製品の特性・機能性の解明とこれらを活かす加工技術・用途の開発

・飼料用稲の家畜への給与技術の改良と畜産物の高付加価値化
6

連携したい他産業分野
・化粧品 等



食品リサイクル（エコフィード） 農業食品残さの飼料化

４．資源（肥料・飼料）需給のひっ迫に対応するための有効活用

食生活

食料供給

食品リサイクル（エコフィ ド） 農業
（家畜生産）

食 飼

将
来

食生活

家畜排せつ物

来
の
資
源
（
肥
料

（
海
外

農業
（作物生産）

生活・産業排水
（下水汚泥）

土壌・土壌微生物
診断による

植物と微生物の
相互作用の利用

料
・
飼
料
）
需
給

外
依
存
度
の
低
減

肥料成分の
吸収効率の高い品種

PP
P たい肥

たい肥化施設
施肥の適正化

再生肥料

ペレット化
肥料成分調整

の
ひ
っ
迫
に
対
応

減
）

閉鎖性水域
（湖沼等）

再生肥料 応

肥料成分の回収 肥料成分の回収

今後必要となるブレークスルー
・肥料成分の吸収効率を高める遺伝子の解明及び肥料成分の吸収効率の高い品種の育成

肥料化施設

連携したい他産業分野
肥料成分の吸収効率を高める遺伝子の解明及び肥料成分の吸収効率の高い品種の育成

・植物と微生物の相互作用の解明及び利用技術の開発
・たい肥の効率流通・利用拡大に必要なペレット化等低コストハンドリング向上技術及び
肥料成分の評価・調整技術の開発

・下水等からのリンの低コスト回収技術
・湖沼等からの肥料成分の回収技術の開発

7

連携したい他産業分野
・水処理
・分析機器 等



農山漁村地域 農村部スマートグリッド

５．農山漁村におけるエネルギーの地産地消を推進するためのバイオマス活用

未利用木材

微細藻類培養施設

地
球
温

生産効率の高い
藻類品種

高生産性資源作物

稲わら・剪定枝等

温
暖
化
防
止
へ

バイオエネルギー
・電動農林漁業機械

藻類品種

バイオマス燃料を利用した
トリジェネレーションシステム

省エネ型園芸

風力発電
小規模水力発電
太陽光発電

の
貢
献

家畜排せつ物
低コスト・効率的な収集・運搬・保管

農
山
漁

高効率変換
低コスト有害物質除去
低コスト残渣処理

漁
村
の
活
性
化

バイオマス変換施設
（固体燃料、液体燃料、
ガス、電気、熱、
バイオ ス テリアル）

燃料 燃料

今後必要となるブレークスルー
・バイオマスエネルギー等の原料となる高生産性資源作物や微細藻類の育成、低コスト栽培・培養技術の開発
・未利用バイオマスの低コストで効率的な収集・運搬・保管システムの確立

化バイオマスマテリアル）

連携したい他産業分野
エネルギ 供給

生活圏

・高効率バイオマス変換技術、バイオマス変換時に発生する有害物質除去技術、低コスト残さ処理技術、
小規模利用に対応した効率的なバイオマス利用技術の開発
・バイオマス燃料を利用したトリジェネレ－ションシステムの確立
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・エネルギー供給
・素材
・建設・輸送用機械 等
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要素技術 実用化、システム化、実証１．省力化、高品質化、安全性向上のための情報技術（IT）、ロボット技術（RT）の活用

① 水田農業

2010年 2030年2020年2015年

汎用播種ロボット センサや制御装置を各機械間で共有するための接続イン
ターフェースや計測制御プロトコルの標準化

屋外作業時の安全対策技術の開発

コンバインロボット 操作インターフェースの開発・改良

省
力
・
軽
労

低コスト位置・姿勢計測技術の開発
ロボット作業に対応し
た各種作業機の開発

作業ごとの最適経路作成、高精度

ロボットによ
る超省力栽
培の実証

畦畔除草ロボット

労
化

ロボットによる自
動農作業体系の
構築

運転技術の開発

畦畔自動走行、除草技術の開発
障害物検出、回避技
術の開発

自動水管理設備 さまざまな圃場条件のもとで水管理を省力化、自動化するための
低コスト水位調整技術の開発

SAR（合成開口レーダー）による植生、
生育状況の把握技術の開発圃

場
・
生
育
情

SAR（合成開口レーダ）及び多バンド光学センサ

の情報を組み合わせ、植生、生育状況を高精度
に観測する技術の開発

圃場・生育
情報をデー低コスト空撮技術の開発

圃場・生育情報の
データベース化

移動型フィールドサーバの開発

土壌センサによる圃場内の養分
分布の計測技術の開発

情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー

情報をデ
タベース化、
視覚化し、
栽培管理す
る技術の実
証

気象、作物の生育状況、土壌状態等、各
種データに基づいて作業適期、施肥量等
を す 技術ー

ス
化

を判断する技術の開発

フィールドサーバからの有用画像の
抽出技術の開発

1



2010年 2030年2020年

要素技術 実用化、システム化、実証

2015年

１．省力化、高品質化、安全性向上のための情報技術（IT）、ロボット技術（RT）の活用

② 施設園芸

高保温性能で暖房燃料使用量を
大幅に削減する次世代型パイプ
ハウスの開発

低コスト耐候性
ハウス

エネルギー自給型生産
システム

自然エネルギーや廃棄エネルギー等
を総合的に活用した資源循環型の低
コスト高品質多収生産システム

低段トマトにおける房採り収穫
による省力・多収生産システム
の開発

イチゴ収穫ロボ トの開発

収穫物自動運搬技術の開発

省
力
・低
コ
ス

収穫ロボット

果菜類収穫ロボットの開発

低コスト・省力生産システ
ムの実証

イチゴ収穫ロボットの開発

収穫対象検出のためのにおいセンサ等の開発

画像処理技術の高度化

ス
ト

自然エネルギーや廃棄エネルギー等
を総合的に活用した資源循環型の低
コスト高品質多収生産システム

複合環境制御

静電場スクリーンを用いた防除技術の開発

自然エネルギー利用等による省エネ・
低炭素型低コスト総合環境制御シス
テムの開発

ムの実証

静電場スクリーン・光
等による病害虫防除

多収栽培体系

静電場スクリーンを用いた防除技術の開発

果菜類養液栽培の品目拡大と高収
益・高付加価値のための生育制御 高度果菜類養液栽培の安定化技

果菜類養液栽培体系の確立

施設園芸における無農薬栽培体系
の確立

LED等光を用いた防除技術の開発

高
収
量 多収栽培体系

農業の作業技術の数値化及びデータ
マイニング手法の開発

益・高付加価値のための生育制御
技術の開発

AIシステム 収量予測システ

高度果菜類養液栽培の安定化技
術の開発

AIシステム・収量予

量
・高
収
益

マイニング手法の開発
AIシステム・収量予
測システム

AIシステム・収量予測システ

ムを利用した経営マネージ
メント支援技術の開発遠隔リアルタイムモニタリングシステムによ

る作業の省力化支援システムの開発

AIシステム・収量予

測システム利用技術
の実証

2



要素技術 実用化、システム化、実証

2010年 2030年2020年2015年

１．省力化、高品質化、安全性向上のための情報技術（IT）、ロボット技術（RT）の活用

③ 果樹

果樹のジョイント仕立てを核とした省力、
早期成園化でき、
管理が容易な仕立

新品種への改植や新規参入を促進する省力管理技術

ジョイント仕立技術の実証・普及

実証

低コスト栽培技術の開発管理が容易な仕立
て法

自動管理機
（防除・受粉）

低ドリフト・高効率果樹用防除機の開発

省
力

自動管理機の開発

ジョイント仕立技術の実証 普及

樹間自動走行技術の開発

収穫ロボット 収穫ロボットの開発

作業アシストスーツ 農業用アシストスーツの開発

力
・
軽
労
化

重作業の労働負荷を50％程度軽労

画像処理技術の高度化

アシストスーツの対応する作

収穫対象検出のためのにおいセンサ等の開発

作業アシストスーツ 農業用アシストスーツの開発

単為結果性
品種

単為結果性あるいは自家和合性の
品種開発

単為結果性あるいは自家和合性の実用品
種の育成

単為結果性に関わる植物ホルモン

化する技術の開発業のバリエーションの増加

衛星

品種
単為結果性に関わる植物ホルモン
の動態と遺伝子発現の解析）

実証高品質果実の安定供給や高収益化のための技術開発

衛星リモートセン
シングによる肥
培管理の最適化

衛星リモートセンシングによる肥培管
理の最適化手法の開発

携行型非破壊糖度
センサ

圃場常設型非接触糖度計の
開発

携行型非破壊糖度センサ（ARメガネ型）の開発

高
品
質
果
実
の

衛星リモートセンシングにより果樹
の生育状況判別技術の開発

長期鮮度保持技術

開発

周年安定供給を実現する収穫後
処理技術の開発
中晩柑の鮮度保持技術の開発

の
生
産

食味や機能性を保持向上さ
せる貯蔵技術等の開発

品質劣化機構の解明等に
よる新規品質保持技術の
開発 3



2010年 2030年2020年2015年

要素技術 実用化、システム化、実証１．省力化、高品質化、安全性向上のための情報技術（IT）、ロボット技術（RT）の活用

④ 畜産
（中山間地域での放牧）

草
地

リモートセンシングによる牧草生産量の
予測・推定技術の開発

推定牧草生産量に応じた精密施肥管理および放牧計画策定法の
開発

牧草生産量の推定精度の向上

牧草生産量の推定・
草地精密管理・放牧
計画策定シ ム

牧草生産
量推定シ地

管
理
の
シ
ス
テ
ム
化

高頻度観測衛星画像からの植生指数等
の時系列データセットの活用

開発

無線草刈機を活用した傾斜地の施肥・播種技術の開発

ハイパースペクトルや未利用の波長域を利用したリモートセンシン
グデータの解析技術の開発と作物生産性、土地利用、植被、土壌
特性等環境動態について高精度・広域評価手法の開発

実
証

自動播種・施肥作業機の開発

計画策定システムの
開発

推定
ステム

化 無線草刈機を活用した傾斜地の施肥・播種技術の開発

傾斜度別植生改変技術の開発 傾斜草地の省力的施肥管理に向けた堆肥および緩効性肥料の肥効調節
技術の開発

自動播種・施肥作業機の開発

自動草地
更新機

放
牧
施
設
の

高
度
化

電牧線切断箇所の自動検知技術の開発

電気牧柵を利用した情報通信技術の開発

電気牧柵の多機能化による家畜管理情報
管理システムの開発

牧柵の多
機能化

家
畜
管

放牧牛の移動についてモニタリングが
できるセンサーの開発

膣内温度変化による発情検知技術の
開発

膣内温度変化測定に基づく繁殖管理および疾病管理システム
の開発

放牧牛の位置・健康状態などの遠隔モニタリングシステムの開発

放牧牛モ
ニタリン
グシステ

理
の
シ
ス
テ
ム
化

ピロプラズマ病原虫を媒介するマダニの生体特性の解明

開発

マダニの生体物質を活用したピロプラズマ原虫の
殺滅法の開発

家畜の動きや体温などを利用した発電
技術の開発

家畜体内からの電波送信が
可能な通信機の開発

放牧関係疾病の
省力的予防技術

の開発グシステ
ム

疾病の省
力的予防

近赤外線による非侵襲貧血検出法の開発 遠赤外個体センサーによる、血液成分の定常的
監視システムの開発

省力的予防技術
の実用化

4

力的予防
技術



2010年 2030年2020年2015年

要素技術 実用化、システム化、実証１．省力化、高品質化、安全性向上のための情報技術（IT）、ロボット技術（RT）の活用

④ 畜産
（畜舎での飼養管理）

飼
養
管

体重センサーによる体重に応じた給餌システム開発
体重、健康状態に応じた給餌
システムの自動化

飼養管管
理
の
省
力
化

牛、豚の個体温度センサーによる、発情発見法の開発
センサーによる分娩管理法の
開発

シ テ 自動
センサーを利用し
た自動飼養管理技
術の実用化
（～2030）

飼養管
理の改

善

経口投与が可能な

免疫、薬物動態等に関わる生体機能の解明

医
薬
品
投
与
の

高機能なワクチンベクターの開発

経口投与が可能な
多価ワクチン、ナノ
粒子等を用いた安
全・効果的ワクチン
の実用化
（～2030）

細菌やウイルスに病原体遺伝子を組み込んだベクター
ワクチンの開発

生体機能を踏まえたベクターワ
クチンの高度化

経口投
与が可
能な多価

高機能な薬物輸送デバイスの開発

の
省
力
化

省力的投与が可能な医薬
品の実用化（～2030）

薬物輸送システム等を用いた
医薬品の開発

薬物輸送システム等を用いた
ワクチンの開発

ワクチン

衛
生
管
理

病原因子の種類、型の早期同定法、省力的同定法の開発
複数の疾病の同時検査
手法の開発（～2030）

高感度検出法の開発センサー
画像の
解析によ理

の
省
力
化 サーモグラフィによる健康状態モニタリング法の開発

画像解析手法を用いた健康管理
法の開発

センサー画像の解析によ
る健康状態の把握

（～2030） 5

解析によ
る健康状
態の把

握



2010年 2030年2020年2015年

要素技術 実用化、システム化、実証

品

２．健康長寿を実現するための医食連携

農
産
物
の
生

血圧降下作用のあるコメの開発

有用物質を生産する実用品種の育成

有用物質（機能性成分、油脂組成等）の生産に関
わる形質の付与・強化技術の開発

有用物質高含有

品
種
の
探

索
・
育
成

栽生
産
・加
工
・調
理

栽培時期等の調節によるタイ在来
野菜の抗酸化性向上技術の開発

ナノろ過を活用したチキンエキス

有用物質を 産する実用品種 育成

食品の機能性を保持・向上させる品質保持及び輸
送技術の開発

高圧等の非加熱処理を施した新規食品素材を利

有用物質高含有
農作物・食品の普
及

栽
培
技
術

の
開
発

加

血中のβ-クリプトキサンチン濃度と

閉経後の女性の骨密度との関係

ナノろ過を活用したチキンエキス
からの抗酸化性ジペプチドの精製
とその安全性確認

高 等 非 熱処 を施 新規食品素材を利
用した食品の開発

機能性を活かした加工技術・
調理方法の開発

工
・調
理

技
術

機

温州ミカンの摂取と、糖尿病や高血圧症、痛風などの疾
病リスクとの関係性の解明

閉経後の女性の骨密度との関係
性の解明

目的別機能性成分を含有する
農林水産物・食品とその利用
に関するデ タベ スの開発

テ
ー
ラ
ー

医農連携によるテーラー
メード食生活指導支援シ
ステムの実用化

機
能
性
成
分
に
関
す

的
裏
付
け

ゴマリグナンと魚油の投与と、脂質代謝及び脂質合成と
の関係性の解明

新たな機能性成分の同定

に関するデータベースの開発

新たな手法を適宜導入

ー
メ
ー
ド
食
生
活

ステムの実用化

食
生
活
の
改

す
る
科
学

生体を構成するタンパク質などの高分子の微量（フェム
トモルオーダー）同定法の開発

ラマン分光、テラヘルツ分光、遠紫外分光など、これまで
農産物や食品の分析に使われてこなか た波長域を利

新たな機能性成分の同定
と作用機序の解明指

導
支
援
シ
ス
テ
ム

改
善機

能
性
成
分
の
分 農産物や食品の分析に使われてこなかった波長域を利

用した分析手法と装置の開発

抗酸化指標としてのORAC等、同様の機能を有する成
分・食品の機能性の比較評価を行うための指標の開発

ム

6

分
析
法
開
発



2010年 2030年

栽培特性に優れ 脂質を多く含む米品種の育成

2020年

米油生産に適

2015年

要素技術 実用化、システム化、実証３．米を多面的に利用するための機能性解明

栽培特性に優れ、脂質を多く含む米品種の育成
巨大胚米の
品種育成

米油生産に適
する米品種の
生産体系の確
立米の脂質含量を高める栽培法の確立

米油生
産システ
ムの実
用化米

油

品種

米に含まれる脂質酸化の抑制技術の開発

動物試験や人介入試験による機能性の実証

米油の成分や食品としての機能性の解明

効率的な搾油技術の開発

油
・
米
ぬ
か

機能性を
活かす

技
機能性 動物試験や人介入試験による機能性の実証

パン、麺等の
加工に優れる

直播適性や病害抵抗性を有する
低コスト・省力栽培向き他用途・加工用水稲品種の育成

米ぬか・米油抽出物の美肌効果の解明
米ぬかの加工技術の開発

加工技術
の実用化

機能性

米
粉
・
米
で
ん
粉

加工に優れる
米の特性把握
と品種育成

米粉の乳化に適する品種育成
乳化した米粉の特性を解明

乳化した米粉の用途開発

加工用水稲品種の低コストな乾燥を実現する
栽培技術の確立

画期的な米

品種

粉 乳化した米粉の特性を解明

米でん粉の特性把握 米でん粉に関する用途開発

粉・米でん粉
製品の実用
化

識別性を付与した1t/10aの飼料用米品種の育成 栄養価が高く、消化性の良い

機能性

品種

飼
料
用
米
、
Ｗ

立
毛
放
牧

識別性を付与した1t/10aの飼料用米品種の育成

飼料用米による飼料多給技術の開発

米を給与することによる畜産物の高付加価値化技術の

飼料用米を
利用した

高度な畜産
システムの
実用化

飼料用稲品種の育成

耕種農家における実証

品種

栽培・
給与

Ｗ
Ｃ
Ｓ
、

牧 米を給与することによる畜産物の高付加価値化技術の
開発

水田を利用した低投入型立毛放牧技術の実証

畜産農家における実証
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組
成

調付

2010年 2030年2020年2015年

要素技術 実用化、システム化、実証

国産エコフィード活用と自給タンパク質飼料の安定生産による高自給型家畜生産技術の開発

４．資源（肥料・飼料）需給のひっ迫に対応するための有効活用

成
改
変
・
成
分

調
整
に
よ
る
高

付
加
価
値
化

アミノ酸組成を変換しうる発酵調製技術

エコフィードの栄養成分の測定評価技術、エコフィード給与により生産された畜産物の特性評価

難消化性の有機資源を飼料化できる
発酵調製技術の開発

飼
料
化
が
困
難

な
資
源
の
活
用

技
術

乾物率の低い液状の残さをリキッド
飼料原料とするための安価な濃縮技
術の開発食品残さ

の飼料化

発酵調製技術の開発

飼
料
化
が
容

な
未
利
用
資

の
活
用
技

難用

地域特異的な食品加工残さを活用したエコフィード技術

発酵TMR等に利用できる各地域特性を生かしたエコフィ ドの

エコフィードの成分・特性を安定化さ
せる調製技術の開発

容
易

資
源

技
術

発酵TMR等に利用できる各地域特性を生かしたエコフィードの
利用方法の開発

共生微生物の能力を発揮できる作物品種の育成

肥料成分の吸収
効率の高い品種

植
物
・
微
生
物

共
生
の
機
構

解
明

微生物の共生に必要な植物側因子の同定

植物－微生物相互作用メカニズム解明による
微生物共生の強化

植物共生菌の制御・

環
境
中

微
生
物
共

育苗時の菌根菌接種による菌根菌感染率の向上とそれによる
リン酸の有効利用

有機栽培で病害抑制に有効な共生菌の同定（～2015）

植物と微
生物の相
互作用の

利用

植物共生菌の制御
管理技術の開発

で
の
植
物
・

共
生
の
制
御

作物に応じた共生菌の選抜と資材化

機

前作効果による菌根菌の有効活用技術の適用範囲の拡大（地域、品目） 8



実証

2010年 2030年2020年2015年

要素技術 実用化、システム化、実証

土壌診断結果を活用した減肥基準の策定・見直し

４．資源（肥料・飼料）需給のひっ迫に対応するための有効活用

実証

施
肥
基

シ
ス
テ
ム

土壌微生物の評価を土壌診断に結びつける手法の開発

土壌診断結果を活用した減肥基準の策定 見直し

実証

基
準
・

ム
構
築

家畜ふんたい肥の窒素肥効を
迅速に評価する手法の開発と、

それに基づく施肥設計システム
の開発

土壌診断や局所施肥を基盤とし、
たい肥の肥効等に配慮した、適正
かつ効率的施肥技術の開発

土壌生産性及び生態系や環境
の保全、土壌の微量成分構成
及び作物の特性・品質に与える
影響の解析

施肥設計

システムの
活用実証

の開発 影響の解析

物
理

畑土壌の可給態リン酸診断法の改良 地域資源の継続的循環利用が
土壌生産性や養分構成に与える

土壌・
土壌
微生

理
化
学
性
の
解
明

水田土壌における窒素・リンの簡易測定法

土壌の微量養分構成が作物の品
質及び機能性に及ぼす影響の解
明

土壌生産性や養分構成に与える
影響の解明物診

断によ
る施肥
の適
正化

生

土壌微生物性の解析技術の開発 土壌微生物相と作物品質との
関係解明

明

生
物
学
的
な
解
明

関係解明

土壌ゲノム解析データの収集・活用技術の開発

BNI能等を活用した窒素養分の
明

生物的硝酸化成抑制作用（BNI）の作用機作の解明
BNI能等を活用した窒素養分の
有効利用技術の開発
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カ回
収

用

2010年 2030年2020年2015年

要素技術 実用化、システム化、実証４．資源（肥料・飼料）需給のひっ迫に対応するための有効活用

カ
リ
の

収
・利

用
技
術

閉鎖水系からのリン酸回収技術
リ
ン

豚ぷん炭化によるリン・カリの濃縮技術

リン酸蓄積菌を用いた排水からのリン回

回収したリン資源の肥料投入以
外の用途への活用方法の開発

閉鎖水系からのリン酸回収技術

MAP回収技術の低コスト化 活用技術

酸
の
回
収
・利

用
技
術

汚泥からの回収技術

収技術

肥料成
分の回
収

水系からの窒素成分回収技術の開発

アンモニアリサイクラーの活用技術開発

MAP回収技術の低コスト化・活用技術

窒
素
の

利
用

収

消化液から低エネルギー型余剰窒素処理技術

吸引通気式堆肥化システムの低コスト化

の
回
収
・

用
技
術

病害虫発生抑制等、肥料効
果以外の作用が合わせて期

堆
肥
の
肥

高
機

安全なたい肥を作成するための管理基準策定

堆肥の肥効評価技術
（微量要素など）堆肥の肥効評価技術（窒素、リン）

果以外の作用が合わせて期
待できる高機能たい肥の開発
（高付加価値化による利用拡

大）

肥
効
評
価
・

機
能
化 用途に応じた堆肥の

成分調整技術

有機物施用と病虫害発生の関連解明、効果的な資材の選抜と分析

ペレッ
ト化・
肥料成
分調整

堆
肥
の

ペ
レ
ッ
ト

化 地域資源を利用した堆肥のペレット化技術 ペレット堆肥の利用実証
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高生産性資源

2010年 2030年2020年2015年

要素技術 実用化、システム化、実証

バイオマスエネルギー残渣を組高生産性資源作物の育種と低コスト多収生産技術の開発

５．農山漁村におけるエネルギーの地産地消を推進するためのバイオマス活用

高生産性資源
作物等育種・
栽培技術

未利用間伐
材、油糧作
物や資源作
物、畜産廃バイオマスの

バイオマスエネルギー残渣を組
み入れた高生産性バイオマス栽
培の現地実証試験

耕作放棄地・水田転換畑での高生産性資源作物・油糧作物
を組み入れた栽培体系の確立

高性能林業機械等の開発

生
産
・収
集
・運

物、畜産廃
棄物や食品
廃棄物も取り
込んだ地域
資源循環シ
ステムの現
地実証試験

バイオマスの
低コスト・効率
的な収集・運
搬・保管技術

未利用バイオマス・高生産性資
源作物を原料とした小規模分散
型エネルギー変換技術の確立

マテリアルハンドリングに優れたバイオマスの収集・運搬・加
工技術の開発

未利用間伐材等を原料とした燃料製造及び発電システムの
開発

運
搬

ガス化法により生産されたガス

地実証試験

高効率変換、

メタン発酵後消化液の利用技術等の開発

都市ガス導管への注入実証

ガ 化副産物 低減等 効率的処理技術 開発

高効率コージェネレーションシステムの開発

メ
タ
ン

発
酵

ガ

実用化

実用化

ガス化法により生産されたガス
の燃焼等から発電を行うとともに
有用物質を段階的に生産するバ
イオファイナリー技術の開発

セルロースの効率的な糖化技術等の開発

低コスト有害
物質除去、低
コスト残渣処
理技術

ガス化副産物の低減等の効率的処理技術の開発
ガ
ス
化

液
体

木質系バイオマスの小規模高効率ガス化と発電及び触媒等に
よる液体燃料等の有用物質製造技術についての実証試験

規模拡大によるコストの低減

バイオマスエネルギー残渣等の飼料化・肥料化技術の開発

液体燃料化に関する低コスト・高効率変換技術等の開発

バイオ燃料の国内生産プロセス実証
体
燃
料

規模拡大によるコストの低減

農村部スマー
トグリッド

バイオマス燃焼利用によるハイ
ブリッド式トリジェネレーションシ
ステムの開発

バイオマス燃焼エミッションガスを利用したハウス内CO2制御
技術の開発

イオマス ネルギ 残渣等の飼料化 肥料化技術の開発

園芸施設におけるヒートポンプと蓄熱を利用した環境制御技
術の開発 高効率エネル

ギーネットワー
ク技術、農村部
スマ トグリッド

多
段
階
利 トグリッド

地域のバイオマス利活用に伴う環境への負荷、エネルギー
収支、経済性等を総合的に評価する手法の開発

スマートグリッド
の現地実証

農業生産における脱化石エネルギー型エネルギーネット
ワークの設計と評価 11

利
用



2010年 2030年2020年2015年

要素技術 実用化、システム化、実証

油分等生産効率の高い微細藻類等の探索 育種

５．農山漁村におけるエネルギーの地産地消を推進するためのバイオマス活用

藻類等の新
規資源作物
も取り込んだ
地域資源循

油分等生産効率の高い微細藻類等の探索・育種

新
規
資

水質浄化プロセスとの組み合わせ等により、増殖効率を
向上させるとともに、環境負荷低減を実現する微細藻類
等の生産技術の確立 微細藻類等の大幅な低コ

藻類等の新
規資源作物 地域資源循

環システム
の現地実証
試験

源
作
物

スト生産技術の実証

有用物質を抽出・回収した後の残渣について、飼料、肥料、メタン発酵によるガス回収等によってカス
ド利 する利 体系 開発

規資源作物
の利用技術

水分含量の高い微細藻類等を省エネルギー・低コストで濃
縮・収穫する技術の確立

ケード利用する利用体系の開発

高効率エネル
ギーネットワーク
技術 農村部ス技術、農村部ス
マートグリッドの
現地実証
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